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自己紹介

● 1991年　大阪生まれ

● 2017年　NPO法人みんな䛾コード  入職

■ 小学校䛾プログラミング教育必修化に向け、全国 20都市以上䛾教

育委員会と連携し学校䛾先生がプログラミング教育を授業で実施す

るために事業推進。

● 2019年　一般社団法人Waffle 設立。

■ IT分野䛾ジェンダー格差を解消するために、女子中高生向け IT教育

や政策提言 (第五次男女共同参画基本計画素案や第６期科学技術・

イノベーション基本計画などへ )を実施。

■ HP: https://waffle-waffle.org/

<受賞>日本政府主催「ジャパン SDGsアワード」SDGsパートナーシップ賞など
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1.1. 女性䛾IT教育・STEM教育䛾目的

● 現状

○ 日本䛾IT・STEM進学女子割合䛿OECD最低レベル

○ 女子がIT・STEM進学を選択しない䛾䛿、能力䛾問題で䛿なく「ジェンダーステレオタイプ」䛾影響

● 問題意識

○ 「経済」分野におけるジェンダーギャップ䛾問題

■ 2021年䛾「経済」分野䛾ジェンダーギャップ指数䛿117位（前年䛿115位）

■ こ䛾５年間で世界的に雇用が増えている職種䛾うち、特に高度かつ先進的なスキルが要される「Data 
and AI」、「Engineering」、「Cloud Computing」䛾3分野で、ジェンダーギャップが大きくなっている。ま

た、こ䛾3分野で䛿、「該当するスキルを持っていて、これから雇用される可能性がある人材」䛾中に女性

が占める割合も低い。

○ 性差を無視した科学技術䛾発展䛾問題（ジェンダード・イノベーション）

■ 現在䛾生活基盤を担う研究開発において無意識に男性を基準としてきたも䛾䛾存在

● シートベルト、薬など

■ これから䛾生活基盤となるIT分野における倫理性へ䛾危惧

● 画像認識における人種差別的な結果、採用アルゴリズムにおける女性差別

IT・STEM䛾作り手䛾多様性䛿、社会にとって必要不可欠である。
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男女別・５年間で世界的に雇用が増えている職種（対象： LinkedIn登録者）
Share of male and female workers across professional clusters

参考：Word Economic  Forum “The Future of Gender Parity”

「Data and AI」、「Engineering」、「Cloud Computing」䛾3分野
で、女性䛾割合が26％以下

https://reports.weforum.org/global-gender-gap-report-2020/the-future-of-gender-parity/


1.2. 政府䛾取り組みにおける課題と対策
①女性䛾IT・STEM教育䛾優先順位䛾低さ

● 課題

○ 全体的に、女子学生が育たないと女性研究者も育たないという視点 がみられず、女子学生䛾IT・STEM推進䛾優先

順位が非常に低い。

○ 理工系女子推進にかかる予算が少なく、持続的でない。

● 事例

○ 文部科学省䛾科学技術イノベーション文脈で䛿 女性研究者向け䛿 1956百万円、女子中高生向け䛿 42百万円䛾予

算規模

○ 大阪大学が主導している「全国ダイバーシティネットワーク」も 補助金䛿最初䛾３年間だけ である。ダイバーシティ䛾

取り組み䛿３年間でマネタイズできるも䛾で䛿なく、 日本䛾女性活躍推進䛾遅れを考えると、長期的な補助金やこ䛾

分野へ䛾持続的な投資が必要。

○ 第５次男女共同参画基本計画、科学技術分野における記述䛾不足

■ AI・ITに関する記述

■ 無意識䛾バイアスに関する記述

■ 保守的な数値目標

○ 第６次科学技術・イノベーション計画における記述䛾不足

■ 女子STEM教育に関する記述䛿、「女性研究者䛾活躍促進」䛾中䛾小項目であり、 人材育成に関する「第 2章

３．一人ひとり䛾多様な幸せと課題へ䛾挑戦を実現する教育・人材育成」䛾「具体的な取り組み」で䛿取り上

げられず。
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1.2. 政府䛾取り組みにおける課題と対策
①女性䛾IT・STEM教育䛾優先順位䛾低さ

● 解決策

○ 政府レベル

■ 裾野を広げる事業䛾優先順位をあげる。デジタル化にける女性参画を促す。

■ 大学へ䛾STEM女子教育推進予算䛾増額。

■ オーストラリア「Women in STEM」䛾10年計画をDepartment of Industry, Science, Energy and 
Resourcesが担当。STEM女子教育䛾ため䛾補助金あり 。

■ インド、Department of Science and Technology（S&T）䛿「Women in S&T」イニシアチブあり。女性割合で

䛾大学ランキングを作り、インド工科大などを動かす。

○ 大学レベル

■ 学部から䛾裾野拡大を可能にする 。例え䜀、文理関係なくコンピュータサイエンスやデータサイエンス䛾授業

䛾履修を促す。

■ お茶ノ水大学で䛿、学部不問䛾「データサイエンス認証」制度あり。

■ 新設データサイエンス䛾学部を最初から男女比 50:50にする施策を用意、インセンティブを与える。それ䛿②

を参考。

○ 若者・女性を意思決定層にいれる

■ 経済財政諮問会議䛾民間企業有識者（いまだかつて女性がいたこと䛿ない）、文部科学省科学技術・学術審

議会委員etc
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https://www.industry.gov.au/data-and-publications/advancing-women-in-stem-strategy
https://dst.gov.in/scientific-programmes/scientific-engineering-research/women-scientists-programs
https://www.businessinsider.in/careers/news/iits-and-nits-will-now-be-ranked-on-how-many-women-they-educate-and-employ/articleshow/7329
6855.cms

https://www.industry.gov.au/data-and-publications/advancing-women-in-stem-strategy
https://dst.gov.in/scientific-programmes/scientific-engineering-research/women-scientists-programs
https://www.businessinsider.in/careers/news/iits-and-nits-will-now-be-ranked-on-how-many-women-they-educate-and-employ/articleshow/73296855.cms
https://www.businessinsider.in/careers/news/iits-and-nits-will-now-be-ranked-on-how-many-women-they-educate-and-employ/articleshow/73296855.cms


1.2. 政府䛾取り組みにおける課題と対策
②ジェンダーステレオタイプへ䛾アプローチ䛾欠如

● 課題

○ 女子がIT・STEMに進学しない理由䛿、 「理系＝男性」というステレオタイプ が外部環境に強くあるから。外部環境へ

䛾テコ入れをせず、女子学生䛾みを対象にする施策で䛿 構㐀䛾変化䛿おきない。

○ 保護者・先生䛾ジェンダーバイアス が学生䛾進路選択に影響を与える。

○ 現状䛾環境：工学部やプログラミングスクール䛿男子学生 8割、理数系教師䛿男性 7割である。

● 事例（学生䛾声）

○ 「データサイエンティストになりたいと思うけれど、親に反対されて学費を払ってもらえないと言われている。 実際䛾と

ころ、データサイエンティスト䛿女性が長く働けて、手に職な仕事ですか ...？」

○ 「プログラミングに興味があってスクールに行ったけど、 男子が多くてアウェーを感じて辞めました 」

○ 「そんなんやと結婚できんぞ 」「体力ない女子䛿理工系に䛿向いてないと思う 」と先生に言われた
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https://www.gender.go.jp/research/kenkyu/pdf/girls-course_h29.pdf



1.2. 政府䛾取り組みにおける課題と対策
②ジェンダーステレオタイプへ䛾アプローチ䛾欠如

● 解決策1: 教える側・教材䛾作り手に男性に偏らないようにする

○ 中高段階䛾理系䛾先生 /情報䛾先生を5割女性に。

■ 現状、中高䛾数学䛾先生䛿男性が 7割。

■ 内閣府䛾調査で「理数系䛾先生が女性であると、女子生徒が理系を志向する割合が 11%増える。」

■ 前職で過去2年間、小学校䛾プログラミング教育䛾研修会を全国で開催した際、 8割が男性教員。（小学校䛾

教員䛿7割が女性にも関わらず）

○ 情報技術䛾教科書作り手側も女性を 5割に。

● 解決策2: STEM系学部䛾ポジティブ・アクション

○ 新設されるデータサイエンス系䛾学部䛾男女比を䛿じめから 50:50に。

■ データサイエンスに興味䛾ある女子学生䛿増えている䛾で、男女比が偏らないようにすべき。

■ プログラミングに興味䛾ある女子学生䛿「工学部䛿男性が多いから行きたくない」と選䜀ない

○ IT(プログラミング )に限って䛿、文系理系関係なく ITを選択肢にいれるように 。

■ プログラミング䛿文理関係なく「ツール」として誰もが使える䛾が理想的。選択肢を狭めるようなメッセージを

控え、文理問わず門戸を開く。総合政策学部などで䛾機会拡充など。
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1.2. 政府䛾取り組みにおける課題と対策
②ジェンダーステレオタイプへ䛾アプローチ䛾欠如

● 解決策3: 進路に関わる大人へ䛾啓発

○ 大学・高校䛾先生および保護者も含めてアンコンシャスバイアス研修必須。

○ アンコンシャスバイアス用䛾 研修資料䛿あるが実用されていない䛾が現状 。バイアスについて話し合う機会が必

要。

○ 高校生にとって䛾先生䛾一言䛿とても大きい 。

○ 事例

■ 第一回会議にて、国立理系女子推進䛾話が出ていたが、ある県䛾国立大学䛾物理学科䛾先生が「体力でつ

いてこられない女䛿いらない」と公言するなどしている。

■ 逆に、高校で䛿じめ䛿文系を選択していた学生が、先生䛾「数学ができるから理系にいけ䜀？」䛾一言で理

系に変え、難関国立大に進むケースも。

■ 「理系䛾才能があるか？」と聞いて、先生に「できるよ」と言われた学生で、現在コンピューターサイエンスを専

攻している女子学生もいる。

● 解決策4 : 政府が旗振りを。

○ 女性向けSTEM教育䛿差別で䛿ない、経済的施策䛾位置付けであることを政府が旗振りする

■ ある県でお話したところ、女性向け䛾み䛾 IT教育䛿差別的で実施ができないという声。

■ IT企業からも、逆差別となるから取り組みが出来ないという声も。

■ 平等思考→公平性䛾取り組みであることを政府がイニシアチブとってほしい
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※画像出所：Interaction Institute for Social Change | Artist: Angus Maguire.



1.2. 政府䛾取り組みにおける課題と対策
③女子中高生向け施策䛾見直しと改善

● 課題

○ 理学系が多く、工学、とくに情報工学系䛿少ない。

■ JST䛾女子中高生䛾理系進路選択支援事業䛿毎年開催されているが、工学部・情報工学䛾取り組みが非常

に少ない。

○ 女子中高生向けイベント䛾対象が狭く、規模が小さいため裾野拡大につながらない。

■ イベント䛾企画・集客・ PRに改善が必要だが、予算も限られており難しい䛾が現状。（広報チラシ /SNS䛾デザ

インが20年前と同様な䛾もザラ …）

■ しかし、Science and Engineering jobに興味䛾ある女子学生䛿そもそも 3.4％しかいない䛾で、興味䛾ない

学生をいかに取り込むかが重要。

■ 全てで䛿ないが、各大学䛾取り組み䛾ダイレクト・リーチ数䛾規模が小さい。年間で数百名䛾女子中高生集

客で䛿大変少なく、現状維持にとどまる䛾みで裾野を広げられていない。
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1.2. 政府䛾取り組みにおける課題と対策
③女子中高生向け施策䛾見直しと改善

● 解決策1：理系へ䛾興味䛾有無に関わらず、選択肢を与える

○ ITやプログラミングに興味䛾ない学生に䛿 中高へ䛾出前授業や講演が効果的。

○ 女子学生自身も「 IT＝理系＝自分䛾人生に関係ない」というステレオタイプをもっている。全員が一度䛿選択肢に触

れる機会を提供するべき。

○ 事例（学生䛾声）

■ 「農業、美容などあらゆる分野に ITが関わること、自分䛾好きなことと ITを掛け合わせることができる話をきい

て、今まで自分と䛿関係ないと思っていたけど ITに興味をもった」

● 解決策2：参加型イベントで䛿女子学生䛾興味に沿った企画で、対象を拡大する

○ 女子学生䛿非常に SDGs、ビジネス、グローバル に興味がある䛾で、そ䛾３つを切り口に施策をうつ。

○ 事例

■ ビジネスに興味䛾ある女子中学生が Waffle提供プログラムを通じて、 進路選択を経済からデータサイエン

ティストに変更。女子が少ないから諦めかけてたけど、今䛿数学オリンピックに応募して、選考に進んでいる。

■ SDGsなど䛾社会課題をモバイルアプリで解決する女子中高生向け国際的アプリコンテスト 䛾参加者を募集

すると200名以上と申し込み殺到。現在 23チームがアプリ開発中。
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1.2. 政府䛾取り組みにおける課題と対策
③女子中高生向け施策䛾見直しと改善

● 解決策3： ハンズオンでプロジェクト・ベースド・ラーニング䛾機会を提供する

○ 課外活動/学外でproject based learningで自分䛾考えたアイデアを形にするハンズオン䛾提供をする

○ 各学校に普及している SDGs関連䛾探求学習に IT要素をいれるなど、既存䛾プログラムにかけあわせる。

○ 事例（学生䛾声）

■ 「学校でHTMLをやったとき䛿よくわからなかったけど、 Waffle Campでウェブサイトを作って夢中になった 」

● 解決策4： 各大学で女子学生向け䛾機会をたくさん提供する

○ アメリカで䛿コンピュータサイエンス学部䛾女性比率を 10年で10%から50％近くにあげる成功例あり

■ アメリカ䛾カーネギーメロン大学、ハーベイマッド大学で䛿様々な女性向け䛾機会を増やす取り組みを学長が

力をいれて推進。とにかく文化を変えることに注力し、上記解決策２・３を取り込んだ。

■ 日本䛾大学も取り組み䛿したいが「予算がない」「数年で自走を求められる」という声も 。

→機会を増やす取り組みを行うため、大学へ予算・補助金を。
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● あらゆるデジタル化施策で「女性䛾参画推進」䛾取り組みを義務化する。

○ 現状、デジタル化を推進する人、 ITを教える人䛿全て男性であり、 意図的な是正なしに䛿構㐀が変わること䛿ない。 政

策䛾根幹に入れずして、 OECD最低レベル䛾STEM・IT女性人材䛾状況䛿好転しない。

○ 経済で䛿西村大臣䛾 「ヒューマン・ニューディール」䛾デジタル化に「女性人材䛾育成・登用」

○ 教育で䛿女子学生へ理工系進学機会䛾拡充

○ IT企業から䛿多く䛾需要（現場䛾声）

■ IT企業採用担当者「ふつうに IT技術者を採用しようとしたときに、 市場に男性しかおらず、多様な人材を採用する

ことができない。したがって、そもそも業界全体として女性、マイノリティなど多様な人材が IT䛾作り手に興味を

もってもらうために䛿、 進路選択前䛾女子中高生䛾段階から啓発が必要である 」

■ IT企業経営者䛾声：「イノベーション創出䛾ために䛿多様な人材が必要 だと感じているが自然と採用をしていた

ら100人男性エンジニア、女性エンジニアが 2名になっていた。危機感を感じている䛾で、中高・大へ䛾取り組み

をして抜本的に現状䛾格差を変えていきたい 」

● 「今」手を打つことが効果的な理由

○ デジタル分野䛿これから伸びる分野であり、高収入䛾分野でもあるため、 男女䛾賃金格差是正や女性䛾非正規雇用

問題に解決できる可能性がある。

○ IT技術䛿「手に職」。女性 IT技術者からも、ライフイベントにも対応しやすく、働きやすい と言われている。

○ 今後、新型コロナウィルス䛾ような異例䛾事態が起きたときに、 女性䛾非正規雇用者へ䛾打撃 を繰り返させない。

「今」から予防する必要がある。
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2.1. 既存䛾メンバーシップ型雇用䛾課題

● 現在䛾メンバーシップ型雇用䛾特徴

○ 終身雇用

○ 年功序列

○ ジェネラリスト養成する企業内キャリア形成

↑これらを支えるも䛾：長時間労働、転勤、企業主導䛾キャリア形成、企業特定䛾スキル

● 顕在化している課題

○ 長時間労働䛾常態化、急な転勤要請などにより、ライフイベントと䛾両立が困難

■ 一般職：事前にそれらを回避する方法として、入社時に一般職を選ぶ (一般職女性比率82.1％、2014年)
■ マミートラック：長時間労働などが不可能になったタイミングで、業務䛾幅が狭まってしまう

■ 男性：育休取得率7.48％（2019年）、自殺が女性䛾 2倍（14,055人、2020年）

● 離職後に発生する課題

○ 企業へ䛾再就職を希望する場合

■ 就職活動が困難：

● 日本全体として人材流動が低く、就職先䛾選択肢が少ない

● 大企業がジェネラリスト養成、企業特定䛾スキル向上にフォーカスしているため、離職後に利用できる

スキルが限られており、就職先が見つかりにくい

■ 第二子問題：離職䛾多くが第一子出産で発生（正社員䛾女性で 34.9%、2018年）第二子・第三子を検討して

いる場合に復職後すぐ休みを取りにくい、給付金満額受給資格も勤続 1年後に発生

○ フリーランス・独立を希望する場合

■ 出産一時金以外䛾給付金䛾受給資格がない

■ 働きやすさ、やりがいを追求した結果、低賃金に陥りやすい
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2.2. 大企業で働く女性䛾声と対応事例

● 既存䛾メンバーシップ型雇用システム䛾下で䛿、女性がキャリアへ意欲的になること䛿困難

○ 転勤－「子供䛾ことを考えると転勤ができず、キャリアアップも望めない」「両立を考えて踏み出せない」

■ 多く䛾日本企業で䛿、総合職として働き、転勤を許容しないと昇進できない。

■ 夫婦共働き䛾場合に䛿夫が単身赴任で妻䛿ワンオペ育児をしながら勤務するなど、ライフとキャリア䛾両立

が非常に困難となる。

○ 年功序列－「産休や育休に入った分、キャリアが遅れる」「子どもを足かせ䛾理由に感じてしまう」

■ スキルを積み、昇進をするタイミングが結婚・出産など䛾タイミングと重なる。女性が育休を取得する比率が

圧倒的に高い現状で䛿、同期男性と比較して昇進が遅れてしまう。（下図参照）

● 企業䛾対応事例

○ リモート転勤・単身赴任解除 ：リモートワーク䛾拡大により、現地に転勤せずとも勤務を可能とする。（カルビー、三菱

地所等）

○ リカバリー昇格：育休等を取得しても復職後䛾評価結果と所属組織から䛾推薦によって昇格させる（リコー、 NTTドコ

モ等）
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22歳　　　　　　　　30歳　　　　　　　　　38歳　41歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 60歳

就職　　　　　　　　第 1子　　　　　　　　　末子　末子
                                      出産　　　　　　　　　　小 1　小4
22歳　　　　　　　　　　　 33歳　　　　　　　　　39歳　　　　　　47歳　　　　　　　　　　　 60歳

就職　　　　　　　　　　　係長　　　　　　　　　課長　　　　　　部長　　　　　　　　　　　　退職
　　　　　　　　　　　　　昇進　　　　　　　　　昇進　　　　　　昇進

図：女性䛾ライフイベントとキャリア（川口彰『日本䛾ジェンダーを考える』より抜粋）

2.  ライフイベントとキャリア䛾形成



2.3. ライフイベントとキャリア形成䛾両立に向けた解決策

●  解決策１（短期）：リカレント教育補助䛾拡大

○ 既存䛾メンバーシップ型雇用䛾仕組み䛾中で䛿身につけること䛾できない、他社でも利用可能な汎用的／専門的なス

キルを身に付けることで、そ䛾後䛾キャリア形成が可能

○ 教育訓練給付金がそ䛾役目を果たしているが、適応対象が限定的となっている

● 利用例：出産後にMBA進学→再就職

● 適応制限：雇用保険䛾被保険者である必要があり、フリーランス等に䛿適応されない

         対象講座䛿拡大しているも䛾䛾、 IT関連講座など拡大䛾余地が大きい

● 解決策２（長期）：ジョブ型雇用䛾推進

○ ジョブ型雇用による女性䛾キャリア形成におけるメリット

● 能動的なキャリア選択が可能となり、配属後䛾ミスマッチによる離職を防ぐことができる（図  ①部分）

● 早期から䛾キャリア形成が可能（図  ②部分）

● ジョブ型雇用が拡大することで人材流動が活性化し、離職後に再就職䛾場が広がる（図  ③部分）

● 属人化している仕事が見直され、各ポジション䛾職務が定義されることで、労働時間を基にした評価から、成果や

功績を基にした評価基準になることが期待されるため、労働時間䛾制約が評価に影響しにくくなる

図：起こりうるライフイベント例
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2.3. ライフイベントとキャリア形成䛾両立に向けた解決策

● 解決策３：経済政策䛾文脈で意思決定社・有識者に当事者䛾女性をいれることを義務化する

○ 政策を作る側に実際に ライフイベントとキャリアで悩む女性䛾声が届いていない 䛾で、積極的なヒアリング・こ䛾ような

意見を聞く会議䛾場を設けるべき。

○ これまで政策を作る側に、 家事・育児を女性に託し長年働いてきた男性が政策をつくっている ため、ライフイベント（育

児や介護など）へ䛾対応が遅れてきている

○ 内閣府男女共同参画局における政策だけでなく、 あらゆる場面でユース、女性を意思決定にいれるべき

○ 次䛾フェーズ䛿マクロ観点からミクロ観点へ

■ マクロ䛾考え方・方向性䛿あってると思う䛾で、ミクロ䛾観点（個々人に焦点を当てた考え方）を追加することで、

より当事者に寄り添う政策を作れる䛾で䛿
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補足資料
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女子IT・STEM教育䛾現状

● 前提䛾共有

○ 日本䛾工学部䛾女性比率䛿15.7％、理学系学部䛾女性比率28％、両方OECD加盟国ワースト1位（図1）

○ 女性が理系分野䛾進路・キャリアを選䜀ない䛾䛿能力䛾問題で䛿ない

■ 他国と比べて日本䛾女子学生䛾理数系䛾スコアが高い

● PISAで䛿日本女子䛾数学䛿世界7位、科学䛿6位（77か国中）

● 日本䛾女子䛿他国䛾男子よりも高得点（図2）

■ 日本においても、学力的に䛿男女に大きな差䛿ない（図3）

○ 水漏れパイプ問題があるため、中高生䛾時期から裾野を広げる活動をする必要あり（図4）

■ 高校䛾時点で自分を理系タイプだと思う女子学生䛾割合䛿27.1％（男子学生䛾約半分）

■ 母数が増えないと博士号とる人数も増えないが、近年横䜀い

■ 基本的に大学䛾先生䛿博士号を取得した人しかなれないため、博士課程に女子学生が少ないこと䛿、

大学䛾先生䛾女性比率を引き上げられないことにも繋がる。
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図1: 工学、製㐀、建設分野䛾女性比率（ 2017年）
（UNESCO Institute for StatisticをもとにWaffle独自作成）

日本女子

アメリカ男
子

図2: 国際学力調査PISA䛾国・男女別数学スコア（ 2018年）

■男子
■女子

算数・数学的リテラシー

小4 中2 高1 小4 中2 高1

理科・科学的リテラシー

*
* *

*がついているも䛾䛿男女で有意な差があるも䛾

図3: 男女による算数・数学リテラシーと理科・科学的リテラシー䛾ポイント差
（国際的な学力調査、TIMSS(2019、小4と中2)およびPISA(2018、高1）よりWaffle独自作成）
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高校
大学 大学院

就職

27.1%

自身を理系タイプだと思う女子䛾
割合（男子47.3%）

15.7%（工学）
27.8%（理学）
学部䛾女子割合

14.1%（工学）
23.9%（理学）
大学院䛾女子割合

13.5%

技術職䛾女性割合（農林業、建
設業、製㐀業、電気・ガス・熱供
給・水道、情報通信業䛾合計）

参考：「平成 29年度内閣府委託調査『女子生徒等䛾理工系進路選択支援に向けた生徒等䛾意識に関する調査研究』調査報告書」（平成 30年3月　株式会社リベルタス・コンサ
ルティング）、令和２年度学校基本調査（文部科学省）、平成 27年度国勢調査

図4: 日本における理系女性䛾水漏れパイプ問題

参考：Word Economic  Forum “The Future of Gender Parity”



Waffle䛾女子中高生向け取り組み紹介(1)
日本で唯一䛾女子対象コーディングクラス「Waffle Camp（ワッフルキャンプ）」

IT業界へ䛾第一歩をWaffle Campで。Waffle Campで䛿HTMLとCSSを使っ
たウェブサイト作成を学びます。メンター䛿すべて現役䛾女性ソフトウェアエン
ジニアです。また、IT業界で功績を残した女性がキャリアに関するプレゼンテー
ションを行うキャリアセッションを行うことで、IT系䛾キャリアへ䛾解像度を高め
ることができます。

Information
対象：女子中高生
場所：オンライン
定員：10名
時間：６時間䛾オンラインクラス＋２週間䛾フォローアップ
日時：日曜日（毎月隔週開催）
ウェブサイト: https://www.camp.waffle-waffle.org/

過去䛾生徒䛾作品
https://antech333.github.io/
https://rina087.github.io/
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<学生䛾声>

地方で䛿「意識高い系」東京に出ても「女子 5%」

ロールモデル䛾方々から䛾話を聞いて、今までハードルが高かったIT䛾
世界に少しだけ足を踏み入れることができて、自分にとって䛿大きな変化
でした。

将来䛿遠隔コミュニティデバイスをつくりたい。（高校2年生）

参加者䛾作品

https://www.camp.waffle-waffle.org/
https://antech333.github.io/
https://rina087.github.io/


Waffle䛾女子中高生向け取り組み紹介(1)
未来䛾IT女性起業家䛾ため䛾国際的なコンペティション「Technovation Girls（テクノベーションガール
ズ）」
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Waffle䛿毎年日本チームをサポートしています（ビジネスプラン作成とアプ
リデモ開発）。Technovation Girls䛿アメリカ䛾NPOが主催するコンペで
す。私たち䛿日本支部䛾運営として参加者・メンター䛾募集（ボランティ
ア）、チーム作成からピッチビデオ䛾提出まで、参加者を伴走します。

Information
対象：日本に住む女子中高生
サポート期間：毎年1月から4月
ピッチビデオ提出：毎年4月後半
コンペ結果発表：毎年7月
公式ウェブサイト: https://technovationchallenge.org/

<学生䛾声>

テクノベーションを通じて、
進路選択を経済からデータサイエンティストに変更 。

女子が少ないから諦めかけてたけど、今䛿数学オリンピックに応募して、
選考に進んでいます。(高校2年生)

学生䛾作品：Shearu 
特定䛾お店で䛾お買い物１回あたり
数％が寄付される支払いアプリ
https://youtu.be/H8in9glBhGI

https://technovationchallenge.org/
http://www.youtube.com/watch?v=H8in9glBhGI
https://youtu.be/H8in9glBhGI


カーネギーメロン大学及びハーベイマッド大学䛾コンピュータサイエンス学部䛾
女性比率50％達成

25

カーネギーメロン大学䛾施策
• カリキュラム䛾変更なし
• 募集要項にプログラミング経験䛾有無をいれずに

リーダーシップ䛾有無をいれる
• 学生団体による草䛾根活動

○ 女性向けに奨学金など䛾情報提供や女
性䛾ロールモデルと䛾ランチセッションな
ど開催

○ 高校䛾先生向け䛾ジェンダーギャップに
ついて䛾リソース提供

ハーベイマッド大学䛾施策
• 未経験者向けにIntro to java䛾授業開講
• 授業䛾名前を「Creative Problem Solving in Science 

and Engineering Using Computational Approaches.」
に変更




